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※本研修事業は、大学情報化職員研修会を改組・名称変更したものです。 



 開催趣旨  
⼈材育成を最⼤の使命とする⼤学教育に対して、国・社会から強い⾒直しが求められている。⼤学が

掲げる「学⼠⼒」を実現していくには、理事会、教員、職員が⼀体となって教育改⾰に取り組むことが
不可⽋である。このような中で職員の役割は、コーディネート、マネジメントを通して教育改⾰を推進
し、社会に貢献できる⼈材の育成を積極的に⽀援することにある。 

そこで、本コースでは、IT を活⽤した先進的な実践事例に学ぶとともに、参加者相互の⾃由な意⾒交
流と創造的な討議によって職員⼀⼈ひとりの資質向上を⽬指すこととする。 

 

 1.研修の進め⽅  
全体会では、ＩＴを積極的に活用した教育支援、人材育成支援に関する事例紹介を行う。その後、テーマ別の

分科会に移行し、小人数グループでのディスカッションを通じて、ＩＴを活用した課題解決の方略を検討する。分科

会では、必要に応じて参加者の中からあるいは大学関係者を招いて先進的な取組の事例紹介を行うことがある。    
 2.本コースで期待される成果  

・ 大学教育を取り巻く環境の変化について認識を深めるとともに、今まで気づかなかった自大学の現状や課

題を発見する 

・ これからの大学職員に求められる役割を大学の教育目標との関係から捉えなおし、大局的な視野でコーデ

ィネートやマネジメントに関わろうとする意識を獲得する 

・ 大学の情報化を推進しようとする際に向き合わなければならない人的、組織的課題を認識するとともに、こ

れを解決する上での視点を獲得する    
3.参加対象者  

私立大学・短期大学に所属する職員及び教員（当協会への加盟・非加盟を問わない）並びに本研修会の開

催内容に関連する当協会賛助会員企業の方を対象とする。    
４．⽇程・会場 

日 程： 平成 20 年 10 月 15 日(水) 午後 0 時 30 分開始～17 日(金) 正午解散 

※ 詳細スケジュールは 7 ページのタイムテーブルをご覧下さい。  
会 場：浜名湖ロイヤルホテル 

（〒431-0101 静岡県浜松市雄踏町山崎4396-1 ℡ 053-592-2222） 
※ 本研修は合宿研修となります。参加者は全員上記ホテルへ宿泊いただきます。 
※ 原則としてツインルームとします。部屋の割り当ては当方で行います。 
※ 最寄り駅ＪＲ東海道本線「舞阪」駅（東海道新幹線「浜松」駅より5分）より送迎バスを用

意しております。    
5．申し込み 
 
参加費： 加盟校・・・1 名につき28,000円 ／ 非加盟校・・・1 名につき42,000円 

 その他に、宿泊費（２泊５食付）として２７，５００円を１日目受付時に直接ホテルへお支払いください。   
申し込み方法： 

各大学で参加希望をおとりまとめの上、9月26日(金)までに、本講習会Webサイトからお申込いただくか、本開催

要項に添付の「参加申込書」にご記入いただき下記宛にＦＡＸ願います。参加申込者についての必要事項は必ず

全員分記入してください。締切日を過ぎても定員に余裕があれば受け付けますので、お問い合わせ下さい。 

Web： http://www.juce.jp/kenshu/oyo2008/ 

FAX:  03-3261-5473（お問い合わせTel: 03-3261-2798）       



参加費の支払い： 

参加費は、大学ごとに一括して10月14日(火)までに銀行振り込みによりお支払いください。キャンセルの場合

は10月13日(月)までにご連絡いただければ振り込み手数料を差し引いた参加費を返金します。それ以降のキャ

ンセルは、資料代等の実費を請求します。また、当日のキャンセルは、ホテルのキャンセル料が１００%発生しま

すのでご了承願います。 

＜振込先＞ 

りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 

口座番号： ００５４４０９ 

名 義 人： （社）私情協 

シャ）シジョウキョウ    
6.プログラム概要 
  
（１）全体会 
 
① 趣旨説明 

研修運営委員長より本コースの開催意図、大学を取り巻く様々な課題、社会が大学教育に求めること等につ

いて解説を行い、研修を始めるにあたっての基本的な認識を共有する。  
② 事例研究 

各大学が掲げる「学士力」を育成するため、学生たちの学びに対する意識の転換を図り、自主的、創造的な

学習者へと変革を促す組織的な支援が重要課題とされている。ここでは、教員と職員が協働し、ＩＴを効果的に

活用しながら学習支援活動に取り組む優れた実践事例に学び、教育改革へ向けた戦略的、実践的解決策を

導き出す上で私たち職員に求められる視点について考えてみる。 

・ 関西国際大学「eポートフォリオを活用した教育改善」 

・ 明 治 大 学「図書館員による学習支援」   
（２）分科会 

※いずれか⼀つの分科会を選んでください。 
  
 1.学⽣の主体的な学びを喚起する学修⽀援  

「学習成果（ラーニングアウトカム）」に着目した教育改革が大学に求められている。それを実現するには、学生

に「何を教えるか」よりも「何ができるようになるか」ということに力点を置き、ひとり一人の学生の「学習成果」を的確

に把握した上で、教職員やカウンセラーなど多様な人材が組織的に連携する必要がある。これをＩＴ活用の視点

で捉えれば、学生自らが学びのプロセスを振り返るために学習目標や到達度が記録された「学習ポートフォリオ」

や、組織的な学修支援を展開するために学生基本情報が統合的、体系的に集積された「学生カルテ」など、学生

の視点に立った情報システムの構築が考えられる。 

 本分科会では、学生の主体的な学びを喚起するための情報活用、さらには組織的な学修支援のあり方につい

て、先進的な事例に触れながらその可能性と課題を明らかにし、学生の「学習成果」に着目したＩＴ活用法を模索

する。 

討議テーマ 
・ 学習成果に着目した IT 活用 

・ ＩＴを活用した入学前学習の可能性と課題 

・ 学生一人ひとりに決めの細かい学習支援を展開するための学生カルテの構築と学修カウンセラーなどの組

織的な取り組み 

・ IT を活用した学習成果の自己点検・自己評価（学習ポートフォリオの構築） 

 

対象者 
 教務・学生部門および学生の学修支援に携わる方          



 2．教職員が連携した戦略的な教育⽀援  
ファカルティ・ディベロップメントの義務化が開始されたが、その内容の多くは教員一人ひとりの教育力を向上

させるものとはなっていない。「外部講師による講演会」や「授業評価アンケート」などのイベントに止まっており、

教員が自主的に参加し、教育目標達成に向けた組織的な授業研究の場となっていない。 

教育目標を「学びの成果」として具体化し、この達成へ向けた教育方法の改善をファカルティ・ディベロップメ

ントの枠組みで推進するには、取組の内容を適正に評価し、次の教育改善にフィードバックするといった「Plan

－Do－Check－Action」のシステム的なサイクルを展開することが重要である。つまり、教育をシステムとして捉え

ることによって改善の方向性とデザインが具体化し、課題解決の手段としてのＩＴの利用が実質化するのである。 

本分科会では、少人数グループを編成し、ＩＴを活用した教育支援モデルを導き出す試みを行う。そして、こ

の検討を通じて、自大学において戦略的な教育支援を展開する際に解決すべき課題を認識する。 

討議テーマ 
・ 教育の顕彰制度と組み合わせて教員の優れた教育活動を情報ネットワークを通じて相互共有するなど、ＩＴ

を活用したファカルティ・ディベロップメント推進の具体的方略を検討する 
・ 教育活動によって創出された貴重な教育資源をアーカイブ化し、効果的に活用するための方略（共有、再

利用等）を検討し、期待される効果と課題を明らかにする 
・ 教育活動の成果や学生の成長を総括的に評価するしくみについて、ＩＴ活用の観点から実効性のあるモデ

ルを検討する 
・ 教材の電子化やｅラーニングシステムの利用支援など、ＩＴを活用した教員の授業改善を支援する組織体制

を検討する 

対象者 
教務部門や情報システム部門など、組織的な教育支援に関連する部署に所属する方を想定しているが、テー

マに興味・関心のある方であれば部署を問わない。教員の参加も歓迎する。    
 3.キャンパスライフを⽀援する効果的なＩＴ活⽤法  

対話、規律、体験など、社会生活に欠かせない人間力の低下が見られる中で、学生の退学率が高まってきて

いる。授業の履修、進路決定、就業、精神面での健康管理、課外活動、経済支援など、さまざまな不安を抱えて

いる学生一人ひとりを確実に支援するための「キャンパスライフ支援」が必要である。 

本分科会は、キャンパスライフを通じて学生の不安を取り除くための IT の活用について、先進的な事例を学ぶ

とともに、参加者相互の積極的な意見交流・討議を通じて、参加者一人ひとりの課題意識の高揚と資質の向上を

目指すものである。 

討議テーマ 
・ 学生生活支援に役立つ学生ポータルサイトのあり方について 
・ 携帯電話・携帯端末等を用いた学生支援のＩＴ活用モデルについて 
・ 多様化する学生への個別指導・個別支援に有効な IT 活用について 
・ 多種多様なサービスの整理統合について  

対象者 
教務部門、学生部門、広報部門、情報システム部門などを想定しているが、テーマに興味・関心のある方であれ

ば部署を問わない。    
 4.⼤学広報における Web サイトの戦略的構築と差別化  

今、大学の広報活動における喫緊の課題は、各大学のアイディンティティ、特色を発揮して他大学との差別

化を図ることにある。一方で、それは教育・研究内容、財務状況、第三者評価、社会貢献のあり方など多岐にわ

たる情報開示を含めながら、同時に実施しなければならない難しさがある。そのためには、社会、企業、官界、

受験生等の多様なステークホルダーに対して「大学の強みをいかに伝えるか」に力点を置いた効果的な戦略的

広報活動を展開する必要があり、その最も効果的なツールとして、大学 Web サイトが大きく注目されている。特

に近年は、これまでのような大学側からの一方的な情報発信ではなく、送り手と受け手のインタラクティブな意思

の交換や個々の視聴者の潜在的な要望までも敏感に察知し、それに基づき大学をさらに深く知ってもらうため

の誘導の仕組作りなど、多彩な取り組みが進められている。 

本分科会では、大学 Web 広報の現状・課題について、ステークホルダーに訴求する大学情報の収集と精選、

インタラクティブ性、コンテンツ・品質管理のあり方等について分析し、問題解決のための課題の確認、新しい提

案の発掘とその可能性についての討議を通じて、今後の戦略的な大学 Web 広報のあり方を模索する。 



討議テーマ 
・ 戦略的広報のために求められる Web サイトの構築・運用における課題 

・ 情報発信のための推進組織体制とワークフローの改善 

・ Web サイトを通じた大学情報のオープン化 

 

対象者 
入試・広報・企画・情報システム部門を想定しているが、テーマに興味・関心のある方であれば部署を問わない。    

 5.多様な学⽣に対するきめ細かなキャリア形成⽀援  
キャリア教育とは、中央教育審議会の答申が「生涯を通じた持続的な就業力の育成を目指すものとして教育

課程の中に適切に位置づける」と指摘しているように、卒業時の就職を目指すものだけではなく、人間形成と人

生設計に資するよう教員の参画が第一としている。したがって、教務部門や学生支援部門等、関連部局との連

携、教員組織への積極的な働きかけと信頼関係の構築、先輩学生や卒業生パワーの活用、地域・産業界との

連携といった多様な切り口によって有用な支援プログラムを企画し、これを運営することが求められている。さら

に重要なことは、これらの取組を継続的に評価し、関連カリキュラムの見直しやファカルティ・ディベロップメントに

フィードバックすることであり、キャリア形成という視点から教育上の諸課題を明らかにし、その解決の方向性を関

係者に提言することにある。 

本分科会では、このようにキャリア形成支援部門の果たす役割をより高い視点で捉え、これによって既存の枠

組みを超えた独創的な支援プログラムの可能性を追求しながら、きめの細かい人材育成支援を実現するための

ＩＴ活用の具体的方略について検討を行う。 

討議テーマ 
・ 学外関係者と遠隔地を結び、学生の内発的な職業観形成を促すなど、情報ネットワークを利用したキャリア

形成支援モデルを検討するとともに、運用上の課題を洗い出す 

・ 教職員が連携して個々の学生のキャリア形成を支援するにあたって、どのような情報が必要となるのかを明

らかにする 

・ キャリア形成支援に関する教職員の多様な取組を知（ナレッジ）として活用することの意義について検証を

行い、これを推進するために求められる教職員の意識改革について検討を行う 

・ 学外の就職活動支援サイトを積極的に活用したキャリア形成支援及び就職活動支援の展開について実現

可能性を探る。 

対象者 
就職部門と情報システム部門を想定しているが、テーマに興味・関心のある方であれば部署を問わない。なお、

教員の参加も可能とする。    
 6.学⽣の⾃⽴的な学びを⽀援する⼤学図書館の役割  

主体的に学ぶことが要求される大学の授業において、学生のスタディスキルズ（学びの技法）が十分でないこと

もあって授業への参加意欲の低下や大学への不適応が見られる。 

こうした状況の中、図書館が正課カリキュラムと連携しながら学習支援を展開するケースが出てきた。たとえば、

初年次教育の中で学生の情報リテラシー獲得の一翼を担うなど、図書館がその専門性を活かして学生を支援す

る取り組みである。これからの図書館には、教育用リソースを一元的に蓄積して体系的に提供するサービスに加え、

文献・資料データベースとインターネット上の膨大な学術情報から必要な情報を探索し活用するスキルと心構えを

学生に身に付けさせる指導など、「学生の自立的な学び」を支援するための取り組みが求められている。 

本分科会では、大学の教育目標を達成する上で図書館が取り組むべき支援策及び図書館職員が担うべき支

援業務について基本的な方向性を見出し、これにもとづく戦略的、実践的な支援プログラム案を作成する。  
討議テーマ 
・ 自立的な学びに必要なスタディスキルズ（学びの技法）を育むための支援プログラムを検討する 
・ 学生自らが主体的に学ぶ教育への転換を図るにあたって図書館に求められる機能と役割を明らかにし、図

書館に備えるべき学びの環境を具体化する 
・ 教育用コンテンツの蓄積や著作権処理など、図書館が学習支援に取り組むうえで検討すべき課題を整理

する 
・ 学習支援室や教育開発センター、情報センターなど他の部局と連携した組織的な学習支援体制の中で果

たすべき図書館の機能を明らかにする 



対象者 
図書館、学習支援部門、学術情報基盤関連部門等。    

 7.⼤学を取り巻く環境の変化に対応した情報システム部⾨の役割  
大学の情報化を考える上で、大学を取り巻く環境の変化が今後の教育研究や大学運営にどのような影響をも

たらすかという点での考察が求められる。しかしながら、日常の業務に追われる中で、こういった視点での検討を

行う余裕はなく、あっても、自大学や所属組織の既存の環境をベースとして、その延長線上で捉えることが多い

のではないかと察する。 

本分科会では、たとえば、「５年後の大学像」というものを具体的に思い描き、これをターゲットとして「情報サ

ービスや運営についてのモデルプランを構築し、その投資効果を評価する」といった試みを行いながら、今後の

情報システム部門が担うべき役割について討議を行う。あわせて、今後のシステム構築において利用が見込ま

れるサービスや技術を取り上げ、その教育研究上及び大学運営上の有効性はもとより、想定されるリスクやセキ

ュリティ面での課題、費用対効果といった多面的な観点から評価を行い、自大学及び自部門において導入を検

討する際に応用できる考え方や参考となる情報を持ち帰っていただく。 

討議テーマ 
・ 大学の将来像と、情報サービスやその運営のモデルプランについて 

・ IT 関係の投資と費用対効果の評価（どのようなところに投資すると一番効果が上がるか？） 

・ 注目されるサービスや技術の導入による効果、想定されるリスクとその回避について（たとえば、ASP、SaaS、

無償（メール）サービス、サーバの仮想化、シンクライアントなど） 

・ 情報システム部門における人材の確保及び育成は如何に行うか 

対象者 
情報システム部門を想定しているが、テーマに興味・関心のある方であれば部署を問わない。    

 8.教職員の協働を推進するＩＴを活⽤したコミュニケーション  
教育改革を推進するには、教職員が一体となって知恵を出し合い、多様な視点から対策を講じていくことが不

可欠である。近年は、組織横断的なメンバーによるプロジェクトを立ち上げるケースも多く、これらを成功に導くに

は、構成メンバーのアイディア、経験、提案、疑問などのノウハウをプロジェクト内で共有し、発想を柔軟にすること

が求められる。その際に重要なことは、教職や部署の垣根を越えて共に課題に向き合い、新たな価値の創造を目

指し教職員同士が真に協力することである。そのためには、教職員が学びあい、教えあい、支え合うような環境、

すなわち、知的交流や発想の転換を活性化する場を用意し、個人の既成概念を打破し、新しい視点から教育改

革のための連帯を形成する取り組みが求められる。 

本分科会では、ＩＴを活用した教職員の協働の可能性やその限界、コミュニケーションツールを有効に活用する

ための検討を深める。  
討議テーマ 
・ 参加大学が導入しているコミュニケーションツールが有効に機能しているかどうか、メリット、デメリットの面か

ら検証するとともに、情報活用の推進に当たっての本質的な課題を明らかにする 
・ 教職員の協業を推進するため、自大学の優れた知の保有状況を分析し、その活用方法について具体的方

略を検討する 
・ ステークホルダー（学生、保護者、卒業生、地域、企業）との積極的なコミュニケーションによる人材育成支

援、教育支援のあり方を検討する 
・ 教職員の意識を発揚させるためのコミュニケーションツールの運用ポリシーやガイドラインの策定及びこれを

プロジェクト内に浸透させる取組みについて検討を行う 
・ 情報活用を円滑に進めるための仕組みや、情報の流出防止対策等について検討する   

対象者 
情報の共有と流通について関心をお持ちの方、ＩＴを活用したコミュニケーションのしくみを使って新しいサービ

スや機能を実現したい方、学内インフラとしてこれらのシステムを整備する情報部門の方など幅広い部門の方を対

象にする。 



参加者の声 

 
本コースでは、３つの「期待される成果」を掲げています。昨年度の参

加者の声をご覧下さい。 

期待される成果 大学教育を取り巻く環境の変化について認識を深めるとともに、今まで気づかなか

った自大学の現状や課題を発見する 

他大学の状況や動向を知ることができ、今後の検

討に向けて、大いに参考になった。実情を知ること

ができ、本学の問題点を明確にすることができまし

た。本研修会で学んだことを今後活かしていきたい

と思います（３０代） 

職 員暦２０年近くになり、自分を見失いかけてい

た。多くの若い元気な職員に出会い大学職員、そして

自分を見直すきっかけになった。ここは人間力を磨く

道場です（４０代） 

各大学の改善したい点や自学でも取り入れたい面

など話合う時間が十分あって大変参考になると同時

に刺激になった（３０代） 

他 大学と比較して改革の遅れを感じた３日間でし

た、この研修を今後の業務推進に役立つようにしたい

と思います（４０代） 

正直な話、研修会に来る前は、内容は期待してい

ませんでした。しかし事例紹介、討議等を通じて、

本学そして自分の置かれている状況を認識できる貴

重な場でした。ありがとうございました（３０代） 

自 分ひとりでは思いもよらなかった考えや発想を

聞くことができ大変役立ちました。メンバーとの交流

も大切な人脈につながりました（２０代） 

期待される成果 これからの大学職員に求められる役割を大学の教育目標との関係から捉えなおし、

大局的な視野でコーディネートやマネジメントに関わろうとする意識を獲得する 

改めて「今私たち何をすべきなのか」ということ

を考えさせられる機会であった。学習支援という漠

然としたテーマがより明確になった。職場に戻って

自分がやれるべきことからはじめていこうと思う
（２０代） 

教員・職員が教育・研究・学生指導すべての面で共

通理解することにより、本来大学がどうあるべきであ

るかが認識でき、発展につなげられることがわかった
（２０代） 

職員が教育にアプローチすることは難しいと思う

のだが、難しいだけでアンタッチャブルになってし

まっていては、改革は進まない（４０代） 

職 員がこれから考えていかなければならないこと

が再認識できました。自分自身の意識改革に努力した

いと思います（３０代） 

期待される成果 大学の情報化を推進しようとする際に向き合わなければならない人的、組織的課題を認

識するとともに、これを解決する上での視点を獲得する 

教育を取り巻く問題解決には、実際に教育を行う

教員の意識（気づき・実感）と解決する為の仕組み

づくりをする職員の問題意識の共有が必要だと感じ

た（３０代） 

日 ごろ問題と思いながらも行動になかなかうつせ

なかったものが、討議を通じて問題点、課題、解決策

が改めて認識でき、有意義なものでした 
（３０代） 

大学改革において、学生を最重要顧客にして動い

ていくためには、どのように組織形態を生めばよい

のか知ることができ非常に参考になった。 

教 育理念・教育目標の共有化の重要性が理解でき

た。どう自分の組織で実現できるのか、帰って早速考

えたい（２０代） 

 



1日目 2日目 3日目

9:00 9:00

10:20 10:20

10:40 10:40

（引き続き分科会）
　討議まとめ

アンケート記入

12:00 12:00 順次解散

12:30

13:00

13:30 休憩
13:40

14:50

15:10

15:40

16:00

17:00

17:30

18:00

18:30

20:00

※都合により変更する場合

　　があります。

夕食

大学職員情報化研究講習会～応用コース～　タイムテーブル

受付

フリーディスカッション

移動・休憩

分科会

チェックイン
休憩

開会挨拶
研修主旨説明

懇親会

分科会 （引き続き分科会）

（引き続き分科会）

休憩（適宜） 休憩（適宜）

休憩

昼食

（引き続き分科会）

事例研究

休憩（適宜）

（引き続き分科会）



平成20年度大学職員情報化研究講習会～応用コース～ 参加申込書

　 大学名 事務連絡者氏名 所属及び役職名

TEL: （内　　　　） FAX:

E-mail:

参加希望※1 性別 喫煙 勤務 現職在 参加 ※2 参加 ※3 基礎講習※4 職員研修※5 Ｅ－ｍａｉｌアドレス
分 科 会 年数 職年数   動機 目的 参加経験 参加経験

歳

男・女 有・無

年 年

あり　・　なし

回

歳

男・女 有・無

年 年

あり　・　なし

回

歳

男・女 有・無

年 年

あり　・　なし

回

歳

男・女 有・無

年 年

あり　・　なし

回

歳

男・女 有・無

年 年

あり　・　なし

回

※1 開催要項記載の分科会番号（１～8）を記入してください。

※2 参加の動機について以下の中から選んで記号を記入してください。「４．その他」の時は枠の中に短く記入してください。
　１．自主的　　２．上司からの指示　　３．順番　　４．その他

※3 参加目的について以下の中から選んで数字を箱の中に記入してください。「５．その他」の時は枠の中に短く記入してください。
　１．自己啓発   ２．他大学の状況調査   ３．一般教養   ４．スキルアップ   ５．その他

※4 基礎講習･･･ 当協会で開催する大学職員情報化研究講習会～基礎コース～（昨年度以前は大学情報化職員基礎講習会）
　　　　　　　　　　　への参加経験についてご回答ください。
※5 職員研修･･･ 当協会で昨年度まで開催していた大学情報化職員研修会への参加経験がある場合にご回答ください。

連絡先　：　〒102-0073  東京都千代田区九段北4-1-14 No.1山崎ビル 4F　 社団法人私立大学情報教育協会 事務局
TEL:03-3261-2798　　FAX:03-3261-5473

○で囲んでください
年齢参 加 者 氏 名 所属及び役職名

所在地：(〒       -     )

※本申込書に記入いただいた情報
は、研修の企画、運営、研修に関連す
る連絡、情報提供にために利用しま
す。データ入力等業務委託契約をして
いる業者以外の第三者へ提供・開示
することはありません。
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